令和７年度森林コンテンツ育成・普及対策事業
自律型・共創型の組織・人づくりへの「森のプログラム」の活用に関するアンケート調査
林 野 庁

※回答フォームの利用が難しい場合は、本紙に記入頂き、以下の事務局宛にお送り下さい。
㈱さとゆめ（担当：木俣） FAX：03-5275-5105　Email：kimata@satoyume.com（スキャンしてご送付下さい）




【Ⅰ】企業概要
問１　御社の本社等の所在地（都道府県）を教えてください。


問２　御社の業種を教えてください。（いずれか１つに〇印を付けてください）
1 
2

2 農業、林業
3 漁業
4 鉱業、採石業、砂利採取業
5 建設業
6 製造業
7 電気・ガス・熱供給・水道業
8 情報通信業
9 運輸業、郵便業
10 卸売業、小売業
11 金融業、保険業
12 不動産業、物品賃貸業
13 学術研究、専門・技術サービス業
14 宿泊業、飲食サービス業
15 生活関連サービス業、娯楽業
16 教育、学習支援業
17 医療、福祉
18 複合サービス事業
19 サービス業（他に分類されないもの）
20 公務（他に分類されるものを除く）
21 上記で分類不能の産業（具体的に記載して下さい）



問３　御社の従業員数を教えてください。（いずれか１つに〇印を付けてください）
1 
2 ～9名
3 10～29名
4 30～49名
5 50～99名
6 100～299名
7 300名～999名
8 1,000名～4,999名
9 5,000名～

問４　御社による自然資本の活用状況について教えてください。（当てはまるもの全てに〇印を付けて下さい）
10 
1 事業活動として農林水産業を取り組んでいる
2 事業活動として農林水産物の加工・流通を取り扱っている
3 SDGs・CSV等の観点から自然環境教育・自然環境保全活動を取り組んでいる
4 地域貢献の観点から自然環境教育・自然環境保全活動を取り組んでいる
5 農山村地域や自然を活かした健康づくりを取り組んでいる（下欄に具体的な取組に記載して下さい）
6 農山村地域や自然を活かした教育研修を取り組んでいる（下欄に具体的な取組に記載して下さい）
7 自然資本を活用した取組はない
8 その他（下欄に具体的に記載して下さい）


【Ⅱ】人的資本経営の状況
問５　御社の人的資本経営の取組状況について、当てはまるものを教えてください。（当てはまるもの全てに〇印を付けて下さい）
1 人的資本経営の情報を開示している
2 人的資本経営の実践を導入している
3 「ISO30414」の認証を取得している
4 人的資本経営（情報の開示・実践の導入）を検討している
5 人的資本経営（情報の開示・実践の導入）は検討していない　→ 問８以降にご回答下さい
6 その他（具体的に記載して下さい）


問６　現在、人的資本経営に取り組んでいる（検討している）目的について、教えてください。（当てはまるもの全てに〇印を付けて下さい）
1 企業ブランドの向上が期待できるから
2 投資家への説明責任を果たす必要があるから
3 ESG/サステナビリティ関連の格付けの向上が期待できるから
4 説明責任を通して経営層の意識を変えることができるから
5 組織や事業の変革が期待できるから
6 従業員の労働生産性が高まることが期待できるから
7 従業員のエンゲージメントが高まると期待できるから
8 有能な人材の確保が期待できるから
9 株価へのポジティブな影響が期待できるから
10 その他（具体的に記載して下さい）


問７　御社の人的資本経営として、取り組んでいる施策の領域を教えてください。（当てはまるもの全てに〇印を付けて下さい）
※「ISO30414」の11領域で項目を設定しています。
1 コンプライアンスと倫理（苦情・懲戒処分の件数、倫理研修修了者数）
2 コスト（採用・雇用・離職コスト・社内格差比率など）
3 ダイバーシティ（年齢・性別等労働力の多様性・経営層の多様性など）
4 リーダーシップ（リーダーへの信頼、リーダーシップの育成など）
5 組織風土（エンゲージメント、コミットメント、定着率など）
6 安全衛⽣・ウェルビーイング（業務中の事故件数、研修参加従業員比率など）
7 生産性（従業員当たりのEBIT(利払い・税引き前利益)、人的資本ROIなど）
8 採用・異動・離職（採用までの期間、異動での充足率、離職率など）
9 スキルと能力（人材育成コスト・時間、従業員のスキルとレベルなど）
10 後継者計画（後継者のカバー率、後継の準備率など）
11 利⽤可能な労働力（従業員数、非正規労働力数、常勤換算人数など）
12 その他（具体的に記載して下さい）


問８　人的資本経営に関連した研修等において、扱っているテーマをお教え下さい。（当てはまるもの全てに〇印を付けて下さい）
※「ISO30414」の11領域を考慮して設定しています。6 スキルと能力の向上
7 リーダーシップ開発
8 人材の確保
9 後継者の確保
10 その他（具体的に記載して下さい）





1 コンプライアンスと倫理の理解・浸透
2 ダイバーシティの理解・浸透
3 組織風土・エンゲージメントの向上
4 安全衛生・ウェルビーイングの向上
5 生産性の向上


【Ⅲ】森のプログラム（森での企業研修・オフサイトミーティング）」への関心
以下の動画も参考としてご覧いただき、ご回答ください。
〇 動画「人的資本経営に役立つ 企業×森のプログラム」
[bookmark: _Hlk217638607]：エネルギー会社の部長・支店長合宿の事例を題材にした映像。
：企業幹部や社員、現地講師のメッセージに加え、武蔵野大学 ウェルビーイング学部長の前野 隆司教授・国際医療福祉大学 医学部の落合 博子教授のメッセージも掲載
[bookmark: _Hlk217640819]［掲載アドレス］https://youtu.be/pGS49i_ZFww




[image: ]



問９　森のプログラム（森での企業研修・オフサイトミーティング）は、自然環境等の特徴を活かして、組織・事業の変革を見据えて主に６つの効果を生み出すプログラムで構成されていました。（「別添１」もご覧ください）
そこで、御社の人的資本経営等の促進の観点から、関心のあるプログラムについて、お教えください。（当てはまるもの全てに〇印を付けて下さい）
【導入】
1 職場・業務から離れた非日常の自然環境で、自由で本質な対話を通して、フラットな関係性の構築
2 自然の五感体験により、ありのままの自分を出し合うことで、コミュニケーションの活性化
【展開】
3 VUCAな性質の自然でストレッチゾーンに導くことで、自律性・リーダーシップを醸成
4 総合的・多面的な自然に対峙することで視点・思考が転換し、創造性の涵養・意識変革を促進
【ふりかえり】
5 自然や体験をメタファーにした内省・対話を通した、共創性の涵養・チームビルディング
6 想起性・学習定着率の高い自然環境での共通体験による、行動変容・組織変革の促進
【その他】
7 特に関心のあるプログラムはない
8 その他（具体的に記載して下さい）



6 
問10　各企業において森のプログラム（森での企業研修・オフサイトミーティング）は、各階層等別に、主に以下のテーマに着目してプログラムが導入されていました。（「別添２」もご覧ください）

A) コミュニケーション活性化・チームビルディング ：全ての階層等で重視
B) エンゲージメントの向上		　　  ：主に 若手・中途採用者向けで重視
C) 能力向上・リーダーシップ開発	　　  ：主に 中堅層向けで重視
D) 経営・事業に新たな視点と行動をもたらす  ：主に 部署別・チーム等／経営層・幹部向けで重視
御社における人的資本経営等の促進に向けた森のプログラム（森での企業研修・オフサイトミーティング）について、どの階層等が対象であると関心があるか、お教えください。（当てはまるもの全てに〇印）
1 若手・中途採用者向け
2 中堅層向け
3 部署別・プロジェクトチーム等向け
4 経営層・幹部向け
5 どの階層等かは特定できないが、導入に関心はある
6 現段階で導入に関心はない → 問12以降にご回答下さい
7 その他（具体的に記載して下さい）


問11　森のプログラム（森での企業研修・オフサイトミーティング）のプログラムの導入を検討するにあたり、重視する要素についてお教えください。（当てはまるもの全てに〇印を付けて下さい）【内容面】






【施設面】






【体制面】




【その他】

1 自社の経営課題の解決に寄与するプログラムとなっていること
2 自社の組織/事業/従業員等の状況に応じて、プログラムをアレンジしてもらえること
3 一定数の企業の導入実績があること
4 プログラムの効果に関するエビデンスがあること
5 参加者の効果測定ツールがあること
6 健康づくりに向けたプログラムを一体で実施できること
7 SDGs・環境貢献に向けたプログラムを一体で実施できること
8 地域貢献に向けたプログラムを一体で実施できること（行政・地域と連携できる）
9 自社の事業所等からのアクセス性が良いこと
10 プログラム提供と一体となって宿泊・食事が手配できること
11 荒天・雨天時でもプログラムが実施できること（屋内施設があること）
12 オフサイトミーティングと組み合わせて実施する施設があること（会議室等）
13 テレワークと組み合わせて実施できる施設があること（コワーキングスペース等）
14 保養活動と組み合わせて実施できること（周辺に観光資源があること）
15 企業研修プログラムの体験や施設の視察機会があること
16 組織開発・人材開発に関する専門的な知見を有するスタッフがいること
17 自社の組織開発・人材開発や経営課題解決への対応と連動して実施できること
18 受入組織に研修プログラムを委託できること
19 屋外での活動に際して、安全管理が徹底されていること
20 その他（具体的に記載して下さい）

問12　「森の企業研修」等のプログラム導入を検討するにあたり、課題となると思われる要素について、お教えください。（当てはまるもの全てに〇印を付けて下さい）
1 既に当該目的の研修を導入している
2 新規プログラムを導入する経営状況にない
3 新規プログラムを検討する人員的・時間的余裕がない
4 既存の外部専門家（コンサルタント・研修機関等）の理解が得にくい
5 自社に類似する企業等での導入事例がないと理解が得にくい
6 組織開発・人材開発に対する経営層の関心が低い
7 移動に時間が要するため理解が得にくい
8 移動・宿泊に経費が要するため理解が得にくい
9 自然の特徴を活かした研修の意義が分からない・理解が得にくい
10 プログラムの提供組織の説明を受けないと理解が得にくい
11 実際にプログラムを体験・視察しないと理解が得にくい
12 自然環境の中では安全管理や雨天対応が求められて理解が得にくい
13 その他（具体的に記載して下さい）


【Ⅳ】健康経営・自然資本経営からの関心
問13　健康経営に加えてSDGs等の多様な社会課題解決に貢献する自然資本経営の観点から、御社で関心がある取組についてお教えください。（当てはまるもの全てに〇印を付けて下さい）
【健康経営】
1 メンタルヘルス対策としての森林セラピープログラム等の導入
2 生活習慣病予防としての森林ウォーキングプログラム等の導入
3 福利厚生としての森林保養地での宿泊・プログラム利用補助
【自然資本経営】
4 事業活動としての森林・里山等の自然資本の保全・活用
5 地球環境保全としての森林・里山等の自然資本の保全・活用
6 地域課題解決への貢献としての森林・里山等の自然資本の保全・活用
7 従業員のSDGs・環境教育としての森林・里山等の自然資本の保全・活用
【その他】
8 現段階で関心のある取組はない
9 その他（具体的に記載して下さい）


《回答者情報（任意）》
	企業名
	
	所属・役職
	

	氏　名
	
	E-mail（※）
	


· E-mailをご記入頂いた方に、本調査の集計結果や、長野県の「森林サービス産業」の情報（企業向け）を提供させて頂きますので、よろしければご記入ください。
· お忙しい中、ご協力頂きまして、誠にありがとうございます。
お手数ですが、以下のE-mail・Fax宛で回答結果をお送り下さい。
㈱さとゆめ（担当：木俣） FAX：03-5275-5105　Email：kimata@satoyume.com（スキャンしてご送付下さい）
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